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通過交通を含めて交通を円滑にさばく路線

歩行者回遊性、
滞留性を重視する路線

車両通行をさばく機能だけでなく、
歩行者の回遊性や滞留させる
機能も踏まえる路線
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〇中心市街地に来て

もらおう。

〇区域内のどこから

出発しても、快適に

目的地へ到達できる。

〇歩きながら中心市

街地を感じてもらえ

る。

〇中心市街地だから

できる、中心市街地

にまた来たくなる。

・道路環境が整備さ
れ、来街者は安全
で快適に歩くこと
ができるようにす
る。

・まちの中心となる
結節点として福井
駅周辺に集まる来
街者がストレスを
感じないようにア
クセス機能を確保
する。

・多様な都市活動が
展開され、福井駅
周辺地区の魅力を
増進するため、
ハード、ソフトが
連携した一体的な
交通戦略を推進す
る。
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歩道
車道

自転車道

歩道
車道

自転車専用通行帯

歩道
車道

自転車通行位置

歩道
車道

車道混在

ピクトグラム等
を設置



17



18



19



20



21

ＫＰＩ 主な調査方法

歩行者通行量 ・通行量調査
・カウント調査
・携帯電話ＧＰＳ等の解析

歩行者の滞在時間 ・現地観測
・アンケート調査
・携帯電話ＧＰＳ等の解析

生活サービスに関する事業活動の状況
・小売業の年間商品販売額
・営業店舗数の増加
・空き店舗率の改善
・利用客数の増加 等

・商業統計調査（メッシュ単位、市町単位）
・店舗の営業報告資料
・店舗への聞き取り調査
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KPI （2019年度） （2030年度）

調査方法：

調査方法：

（満足、ほぼ満足と
回答した者の合計）

調査方法：
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